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日本化学連合(Japan Union of Chemical Science and Technology) （2007）
（2010年4月1日 一般社団法人に移行）

会員数： 1４学協会（延べ約８万人）

会員学協会： 日本化学会、高分子学会、化学工学会、日本薬学会、電気化学会、石油学会、触媒学会、日本セラミックス
協会、日本地球化学会、繊維学会、日本エネルギー学会、クロマトグラフィー科学会、日本ゼオライト学会、日本膜学会

目的： 化学者コミュニティーの発言力増強とコミュニティー内の連携強化による化学及び化学技術の新しいビジョン構築等

会費： 参加学協会の会費該当会員一人当たり70円の拠出金 (計500万円）
ただし、上限を150万円、下限を3万5千円
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化学系学協会刊行フォーラム(2000)
The Chemical Record創刊 (2001) → 日本化学会（Wileyから出版）
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化学工学会(1989)
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